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研究要旨 DISH の有無が腰椎変性疾患に及ぼす影響についての報告は少なく、そ

の臨床的意義は解明されていない。腰椎の変性疾患に対する腰椎固定術の臨床成

績に及ぼす DISH の影響について検討したところ、DISH を合併する症例は全体の

およそ 20%にみられ、偽関節や隣接障害による再手術のリスクが DISH を合併しな

い症例の約５倍増加する結果となった。 

 

 

Ａ． 研究目的 

DISH の有無が、腰椎変性疾患に対する腰

椎固定術の臨床成績に影響を及ぼすかどう

かを調査すること。 

 

Ｂ．研究方法 

京大病院で 2004 年以降に施行された椎

体間固定術の症例の後ろ向き研究。エンド

ポイントを偽関節または隣接障害による再

手術と定義し、Cox 比例ハザードモデルを

用いて解析した。本研究は京都大学倫理委

員会により承認されている。 

 

Ｃ．研究結果 

208 症例のうち 39 症例で DISH を合併し

ていた。再手術のリスクは DISH の合併で

5.5 倍(P<0.0001)であった。 

 

Ｄ．考察 

DISH を有する事で脊椎可動性の減少を生

じ、手術部位や隣接部への応力集中が生じ

る事が再手術リスクの増加につながると推

測された。 

Ｅ．結論 

DISH の合併は腰椎椎体間固定術の臨床成

績の成績不良因子の一つである。 
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  総括研究報告書にまとめて記載 
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